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2 月18日、当市在住及び出身者でスポー 

ツや文化活動において功績顕著な方々や

県内外の大会で優秀な成績を収められた

個人・団体に対する今年度の五所川原市

スポーツ賞・文化奨励賞表彰式が中央公

民館で行われました。 

スポーツ部門は個人98人と25団体、文

化部門では個人 3 

人と 7 団体が受賞

されました。受賞

者は次のとおリで

す。（順不同敬称略） 

墨
「
‘
 

卓球の振興・強化に貢献 

須郷定一（栄町） 

中学校教諭として長きにわたり

卓球の指導・強化に身を挺し、 

幾多の名選手を育成するとともに、 

多くの大会の企画・運営に参画

して成功を遂げ、多大な成果を

挙げられた。 

陸上競技の指導・強化に功績 

山 形清徳（姥庖） 

長きにわたり陸上競技の選手と

して中・長距離種目、各種駅伝

大会で活躍された後、市陸上競

技協会理事、副会長として指導・

強化に努め、優秀な選手の輩出

に大きく貢献された。 

鳳
尉

f

ツ
皿
労
賞
』
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第39回全国少林寺拳法全日 
本学生大会 
女子団体の部 第 1位 

七 

戸 

梢
（
函
館
大

ー
年
）
 

第32回全国高等学校少林寺
拳法大会 女子規定組演武
の部 第1位 

麟 

	I 

銃剣道の普及・振興に尽力 

封馬安雄（中平井町） 

市銃剣道協会設立に参画し理

事として各種大会や研修会等を

企画・誘致したほか、市武道演

武祭の中心的役割を担い、県民

体育大会の選手、コーチ及び監

督として尽力された。 

◆
少
林

寺
拳

法
 

封
馬
真
奈
美

（五
一
高2
年
）
 

工
藤
沙
也
花

（
五一
高2
年
）
 

罵伽与鷹 亘所卿鳳市 

ス恭・ッ費句文化欝励賞表彰式 
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ス
ポ
且
ツ
優
弱
賞
 

◇
柔
道
 

剛
柔
舘
藤
田
道場
、
五
所
川
原
第
一
 

中
学
校
男
子
柔
道
部
、
五
所
川
原
第
 

一
中学
校
女
子
柔
道部
 

◇
少
林
寺
拳
法
 

五
所
川
原
第
一
高
等学
校
女
子
少
林
 

寺
拳
法
部
、
五
所
川
原
第
一
高
等学
 

校
男
子
少
林
寺
拳
法
部
 

◇
軟
式
野
球
 

五
所
川
原
第
一
中
学
校
野
球部
 

◇
サ
ッ
力
ー
 

古
川
 
優
（
栄
小6
年
）
 

◇
柔
道
 

葛
西
流
咲
（
剛
柔
舘
藤
田道
場
・
中

央
小
2
年
）
、高
橋
知
希
（
同
・沖
飯

詰
小
2
年
）
、工
藤
真
弓
（
五一
中2
 

年
）
、前
田
奈
恵
子
（
同2
年
）
、藤

森
 
周
（
同3
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 

赤
石
春
菜
（
五
一高
3
年
）
、井
上
朋

美
（
同3
年
）
、大
橋
 
愛
（
同3
年
）
、
 

川
越
麻
伊
（
同3
年
）
、川
浪
千
重美
 

（
同3
年
）
、演
舘
大
和
（
同3
年
）
 

◇
水
泳
 

田
中
寛
基
（
フ
ィ
ット
ネ
ス
ク
ラ
ブ

ウ
イ
ン
グ
五
所
川
原
・五
三
中
1
年
）
、
 

小
田
桐
勇
人
（
同
・
青森
山
田
中
3
 
 

年
）
、小
笠
原
和
輝
（
同
・
東義
高
3
 

年
）
、村
上
惰
人
（
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
 

、I
Iー
五
所
川
原
・
板
柳
中1
年
）
 

◇
相
撲
 

中
村
陽
仁
（
金
木相
撲
協
会
）
、増
田
 

匡
紀
（
同
）
、野
上
 
怜
（
金
木
中3
 

年
）
、野
呂
康
平
（五
商
高
3
年
）
、
 

田
中
誠
純
（
法政
大
4
年
）
 

◇
卓
球
 

工
藤
 
優
（鶴
田
町
卓
球
協
会
卓
球
 

ク
ラ
ブ

・
南
小
2
年
）
 

◇
陸
上
競
技
 

演
山
愛
希
（
五
三
中3
年
）
 

◇
弓
道
 

五
所
川
原
工
業高
等
学
校
弓
道
部
 

◇
剣
道
 

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
剣
道
部
 

◇
ゲ
ー
トボ
ー
ル
 

五
所
川
原
市
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
 

◇
柔
道
 

剛
柔
舘
藤
田道
場
、
五
所
川
原
柔
道
 

ス
ポ
ー
ッ
少年
団
、
五
所
川
原
第
一
 

中
学
校
女
子
柔
道
部
 

◇
少
林
寺
拳
法
 

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
女
子
少
林
 

寺
拳
法
部
、
五
所
川
原
第
一
高
等
学
 

校
男
子
少
林寺
拳
法
部
 

◇
卓
球
 

羽
野
木
沢
小
学
校
卓
球
部
、
五
所
川
 
 

原
第
一
中学
校
男
子
卓
球
部
 

◇
水
泳
 

五
所
川
原
第
一
中
学
校
女
子
水
泳部
 

◇
軟
式
野
球
 

金
木
ク
ラ
ブ
（
金
木
小学
校
）
、五
所
 

川
原
第
三
中学
校
野
球
部
 

◇
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
 

五
所
川
原
工
茎
局
等学
校
バ
レー
ボ

ー
 

ル
部
、
五
所
川
原
商
業
高
等学
校
女
 

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

◇
フ
ッ
ト
サ
ル
 

グ
リ
ッ
タ
・
パ

ー
ス
ン
ズ
 

◇
陸
上
競
技
 

金
木
高
等
学
校
市
浦分
校
陸
上
競
技
 

部
、
五
所
川
原
工
業
高
等
学
校
陸
上
 

競
技
部
 

一条
島
郵
則
目宿
費
 

◇
弓
道
 

成
田
奈
津
美
（
木
造高
2
年
）
、三
上

絵
里
可
（
同2
年
）
、岩
谷
早
希
子
 

（
同3
年
）
、成
田
千
尋
（
同3
年
）
、
 

工
藤
誠
一
（五
所
川
原
弓
道
会
）
 

◇
剣
道
 

逢
坂
和
志
（
五一
高3
年
）
、鈴
木
彩

乃
（
五所
川
原
剣
道
協
会
・
五
所
高
 

2
年
）
 

◇
柔
道
 

角
田
峻
理
（
青
北高
2
年
）
、田
中
千

智
（
金
木
柔道
会
・
嘉瀬
小
6
年
）
、
 

金
本
 
唯
（
同
・
金
木
小1
年
）
、高
 
 

橋
一
聖
（
五
所川
原
柔
道
少
年
団
・

金
木
小
5
年
）
、成
田
 
俊
（
剛
柔
館

藤
田
道
場
・
長
橋
小
3
年
）
、工
藤

舟
人
（
同
・
栄
小6
年
）
、安
田
祥
平
 

（同
・
栄
小
6
年
）
、西
村
真
司
（
五

一
中2
年
）
、木
村
友
香
（
同3
年
）
、
 

木
村
友
紀
（
同3
年
）
、相
馬
菜
都
美
 

（同
3
年
）
、清
野
静
香
（
五
商
高2
 

年
）
、外
崎
 
舞
（同
3
年
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 

山
田
 
大
（
五
所川
原
少
林
寺
拳
法

襲

で
栄
小
5
年
）
、神
 
洋
平
（
同
・

南
小
5
年
）
、太
田
泰
平
（
同
・
松
島

小
6
年
）
、山
田
冬
斗
（
同・
五
三
中
 

3
年
）
、新
谷
涼
太
（
五
一高
1
年
）
、
 

蒔
苗
祐
弥
（
同1
年
）
、間
山
 
茜
 

（
同1
年
）
、江
良
修
平（
同2
年
）
、
 

原
田
理
保
（
同2
年
）
、工
藤
憲
吾
 

（
同3
年
）
、工
藤
智
昭（
同3
年
）
、
 

中
村
嘉
彰
（五
工
高
3
年
）
 

◇
新
体
操
 

藤
本
佳
奈
（
青
森
山
田
中1年
）
 

◇
水
泳
 

三
H
亜
沙
美
（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
ウ
イ
ン
グ
五
所
川
原
・
羽
野
木沢

小
5
年
）
、工
藤
美
瑠
久
（同
・
板
柳

南
小
6
年
）
、田
中
混
大
（同
・
青
森

山
田
中
2
年
）
、渋
谷
健
人（
同・
五

一
中3
年
）
、藤
田
浩
幸
（
同
・
東義

高
2
年
）
、田
中
寛
基
（同
・
五
三
中
 

1
年
）
、木
村
勝
弘
（
五
所川
原
水
泳

協
会
）
、米
谷
陸
杜
（
ス
ポー
ツ
ア
カ
 
 

デ
ミ
ー
五
所川
原
・
中
央
小5
年
）
、
 

原
田
み
く
る
（
同
・
栄
小6年
）
、稲

場
由
紀
子
（
同
・
木造
中
2
年
）
、藤

森
紗
斐
（
弘
中高
3
年
）
 

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
 

片
岡
 
勝
（
五
所川
原
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
協
会
）
、加
藤
昭
仁
（
同）
、新

出
秀
春
（
同）
、山
内
通
子
（
同
）
、
山

川
博
子
（
同）
、小
笠
原
和
子
（
同
）
、
 

◇
卓
球
 

岩
崎
栄
光
（
五
一
中3
年
）
、葛
西
 

仁
（
五所
川
原
卓
球協
会
）
、山
形
寿

行
（
同）
 

◇
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

古
川
紗
妃
（
五
所川
原
ジ
ュ
ニ
ア
バ

ド
ミ
ン
ト
ンク
ラ
ブ
・
三輪
小
5
年
）
 

◇
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
 

桑
村
勇
士
郎
（五
一
中
3
年
）
、津
田

尚
吾
（同
3
年
）
、星
合
桂
太
（
同3
 

年
）
 

◇
陸
上
競
技
 

今
 
謙
太
朗
（
飯詰
小
3
年
）
、角
田

日
世
子
（
木造
高
1
年
）
、一
戸
慶之
 

（
木
造
高2
年
）
、川
浪
 
崇
（
木造

高
3
年
）
、寺
田
 
啓
（
木
造
高
3
年
）
、
 

高
橋
優
平
（
五
工
高2年
）
、晴
山

薫
（
五
工高
3
年
）
、古
川
恭
太
（
五

工
高
3
年
）
、古
川
敬
太
（仙
台
大
4
 

年
）
、小
田
桐
 
淳
（
五所
川
原
市
陸

上
競
技
協
会）
、工
藤
タ
子
（
同）
、
 

工
藤
勇
蔵
（
金
木
陸
上協
会
）
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着物文化の普及・発展に功績

鶴谷公美子（本町） 

優雅な和服姿と立居振舞の伝

承を目指し、昭和47年から自ら
教室を主宰しているほか、勤労青
少年ホーム、中央公民館等で講

師を務め、着物文化の普及・発

展に貢献された。 

I 

川柳の普及・振興に尽力 

高橋健一（喜良市） 

金木川柳の会を主宰して金木

公民館を拠点に創作活動を続け
るかたわら、各種川柳大会の選
者、金木文化団体協議会会長を

務め、川柳の普及・振興、後進

育成に挺身された。 

組紐の普及・伝承に寄与 

川 口 良 子（金木町） 

組紐の教室を30年前から開催

して手づくりの素朴さ・温かさ・
心の安らぎを伝え伝統工芸の普

及継承に尽力するとともに、各大

会に出品して高い評価を受け多く

の賞を受賞された。 

，文
化
奨励
賞
回自
 

◇
も
の
づ
く
り
 

五
所
川
原
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
 

◇
三
味
線
 

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
津
軽
三
味
線
部
 

◇
研
究
発
表
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
 

ク
ト
文
化

・
生
活
班
 

◇
研
究
レ
ポ
ー
ト
 

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
 

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

市
浦
小
学
校
 

◇
版
画
 

新
市
誕
生
記
念
子
供
版
画
制
作
実
行
委
員
会
 

◇
か
る
た
 

五
所
川
原
第
三
中
学
校
 

◇
版
画
 

新
市
誕
生
記
念
子
供
版
画
製
作
実
行
 

委
員
会
（
五所
川
原
青
年
会
議
所
）
 

◇
か
る
た
 

五
所
川
原
第
三
中
学
校
 

川柳の振興・指導育成に貢献

加 藤政則（上平井町） 

早くから川柳をたしなみ、各大

会で優秀な成績を収めるとともに、 
川柳岩木吟社代表及び青森県川

柳社理事を務め、青森県内川柳

大会選者の任に当たる等、後進

の指導育成に尽力された。 

◇
珠
算
 

渋
谷
陸
人
（
相
馬
珠
算
教
室
・
三
輪
 

小
2
年
）
、棟
方
亜
香
音
（
同
・
」輪
 

小
6
年
）
 

◇
絵
画
 

原
 
隆
志
（
五
三
中1
年
）
 

◇
も
の
づ
く
り
 

高
谷
 
匠
（
五
所川
原
市
少
年
少
女
 

発
明
ク
ラ
ブ
・
五
一
中
2
年
）
 

◇
研
究
レ
ポ
ー
ト
 

佐
々
木
亮
輔
（
五
一
高1
年
）
 

◇
か
る
た
 

寺
田
 
萌
（
木造
高
2
年
）
 

◇
キ
ル
ト
 

田
中
福
子
（
会社
員
）
 

◇
菊
花
 

山
形
康
子
（
五
所川
原
菊
花
晩
香
会
）
 

山
形
静
枝
（
同
）
 

会場いっぱいの受賞者のみなさん 
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新
作
立
傍
武多
『
縛
』
あ
ざ
や
か
に
誕
坐
 

5

立
侵
武
多

の
館
5
 

昨
年
十
月
に
製
作
が
始
ま
っ
た
新
作
立
侵武

多
「
紳
」
 
の
各パ
ー
ッ
が完
成
し
、十
七
日
か

ら
組
み
立
て
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
八
日

午
前
八
時
半
こ
ろ
か
ら
、胸
の
部
分
よ
り
上
の

第
五
・
第
六
段
の
顔
の
部
分
をク
レ
ー
ン
で
吊

り
上
げ
て
乗
せ
、
十
一
時
三
十
分
こ
ろ
全
容
を

現
し
、
灯
り
が
と
も
さ
れ
ま
し
た
。
 

制
作
者
の
三
上さ
ん
は
「初
め
て
女
性
を
テー

 

マ
に
した
作
品
なの
で
、
や
は
り
や
さ
し
さ
を

出
す
の
が
難
しか
っ
た
で
す
。
も
う
少
し
や
さ

し
さ
が
欲
し
か
っ
た
か
な
。で
も
色
使
い
は思
っ

た
以
上
に
鮮
やか
に
仕
上
が
った
と
思
い
ま
す
。
 

今
ま
で
と
違う
立
侵
武
多
を
楽
しん
で
い
た
だ

き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

神
戸
か
ら
来
た
と
い
う
観
光
客
は
「
どれ
も

大
き
く
て
本
当
に
す
ば
ら
し
い
」
と
感
嘆
の
声

を
漏
ら
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
県
内
か
ら
の
観
光
客
は
、「今
年
の

新
作
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん
と
て
も
ラ
ッ

キ
ー
で
す
。
 ど
う
や
っ
て
組
み
立
て
る
の
か
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今
日
は
目
の
当
た
り

に
見
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も感
動
し
ま
し
た
」
 

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
 

立
侵
武
多
の
館
で
は現
在
「
代
」
を
補
修
し
、
 

「五
穀
豊
読
」
「炎
」
「紳
」
 
の
三
台
が
展
示
さ

れ
て
い
て
、
 一
足
早
く
新
作
の
立
侵武
多
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

週
速
蔵
判
断
り
行
動

で
火
災
を
防
ぐ
 

／
 
津
島
正
治
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る
 

二
月
二
十
七
日
、五
所
川
原
地
区消
防
事
務
組
合

は
、
初
期
消
火
を
し
、
火
災
を
未
然
に
防
い
だ
津
島

正
治
さ
ん
（
金
木
町）
に感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
 

津
島
さ
ん
は
、郵
便
物
を
配
達
に
行
っ
た
先
（
中

泊
町
）
で
、家
の
中
に
充
満
し
て
い
る
煙
を
発
見
し

た
際
、
中
に
入
っ
て
ガ
ス
の
火
を消
し
、
倒
れ
て
い

る
住
人
を
救
急
車
で搬
送
す
る
手
配
を
し
、
迅
速
な

判
断
と
行
動
で
火
災を
防
ぎ
ま
し
た
。
 

津
島
さ
ん
は
「私
が
行
か
な
か
っ
た
ら
と
思
う
と

ゾ
ッ
と
し
ま
す
。
大
事
に
い
た
ら
ず
本
当
に
良
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
仕
事
を
し
な
が
ら
地
域
の
安
全
に

つ
く
し
た
い
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。
 

一
制
心
劇
翻
ず
 

『
瞬
」
瞬
書
允
切
肥
 

5

厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞
5
 

二
P
次
江
さ
ん
（
ー
ッ谷
）
への
勤
労
青
少
年
福
祉

功
労
者
厚
生労
働
大
臣表
彰
伝
達
式
が二
月
二
十
一

日
、
市
役
所
で
行わ
れ
ま
し
た
。
 

一
戸さ
ん
は
勤
労
青
少年
ホ
ー
ム
で
開講
し
て
い

る
「
く
ら
し
と
趣
味
の
教
室
」
 
の
茶道
教
室
の
講
師

と
し
て
二
十
八年
間
の
長
い
間
活
躍
し
、
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
 ま
た
、
受

講
し
た
多
く
の
生
徒
が
茶
道
教
室
な
どを
開
き
、
職

業
的
自
立
支
援
に
も
寄
与
さ
れ
た
こと
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
 

一
戸
さ
ん
は
「茶
道
と
の
出
会
い
は
小
学
生
の
時

で
、
五
十
年
に
もな
り
ま
す
。
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。初
心
を
忘
れ
ず
、こ
れ
か
らも
若
い
人
た

ち
と
楽
し
い
お
茶
の
ひと
と
き
を
持
ち
、
そ
の
一
瞬

一
瞬を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
受

一賞
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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排
雪

§
子
ど
も
た
ち
⑩
安
金
を
確
保
一
 

東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ウ
ラ
フ
が
奉
仕
活
動
 

》
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叫
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擢
誉
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叱
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一
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雲
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露
犀
‘
ヒ

主
鵬
一
慶
」窯
雲
霧
監
 

●に 
ロ 

二
月
十
日
、
市
農
業
委
員
会
（
秋
田

嘉
徳
会
長
）
主
催
の
地産
地
消
を
考
え

る
女
性
交
流
会
が
ェ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
女
性
農

業
者
や
消
費
団
体
関
係
者
約
百
人
が
出

席
し
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
農
業
者
と
消
費
者
が
交
流

を
図
り
農
業
や
農
村
を
理
解
し
同
時
に
 
 

地
産
地
消
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
る
も
の
で
、
今
年
発
足
予
定
の
 

「
（仮
称
）
五
所川
原
市
地
産
地
消
を
進

め
る
会
」
 
の
事
業
であ
る
タ
市
な
ど
へ

の
参
考
に
し
ま
す
。
 

交
流
会
で
は
、
各
地
か
ら
地
産
地
消

に
取
り
組
む
女
性
リ
ー
ダ
ー
五
人
が
活

動
内
容
を
紹
介
し
た
後
、
五
つ
の
分
科
 
 

会
に
分
か
れ
、
意
見
を
交
換
し
あ
い
ま

し
た
。
 

各
グ
ル
ー
プ
で
の
主
な
意
見
は
、
 

①
遊
休
農
地
の
活
用
で
の
農
業
体
験
・
・
・
 

「
も
っ
と
親
子
農
園
体
験
な
ど
に
参

加
し
本
物
の
味
を
知
っ
て
欲
し
い
」
 

②
タ
市
を
地
域
に
定
着
…
「
車
を
運
転

で
き
な
い
方
の
た
め
、
移
動
市
を
開

催
し
た
ら
ど

・っ
か
」
「対
面
販
売
を

し
な
が
ら
互
い
に
意
見
を
出
し
合
っ

た
ら
ど
う
か
」
 

Q
子
校
給
食
に地
域
の
農
産
物
を
定
着

・
・
 

「
野
菜
な
ど
は
む
ず
か
し
い
が
地
元

産
の
み
そ
や
豆
腐
な
ど
の
加
工
品
を

導
入
し
た
ら
ど
う
か
」
 

④
産
直
で
仲
間
づ
く
り
…
「
消
費
者
に

産
直
の
応
援
隊
を
作
っ
た
ら
い
い
の

で
は
な
い
か
」
 
「直
売
所
マ
ッ
プ
作

成
や
料
理
教
室
を
行
い
消
費
者
と
生

産
者
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
よ
う
」
 

⑤
農
産
物
の
付
加
価
値
…
「
地
元
農
産

物
の
P
R
不
足
や
地
元
の
加
工
場
の

活
用
」
 

な
ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
 

最
後
に
斉
藤
久
子
農
業
委
員
が
七
月

か
ら
の
タ
市
を
開
く
考
え
を
報
告
し
、
 

会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

二
月
十
一
日
、
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
上
見研
悟
会
長
）
で
は一
一
十一一

人
が
参
加
し
中
央
小
学
校
正
門
付
近
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
除
排
雪
を
し
ま
し
た
。
 

同
会
は
「
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と

の
思
い
か
ら
、
昨
年
に
続
き
中
央
小
学

校
で
の
除
排
雪
を
行
い
ま
し
た
。
 

大
雪
の
た
め
う
ず
高
く
積
ま
れ
た
雪

の
山
も
、
会
員
が
持
ち
よ
っ
た
シ
ョ
ベ

ル
カ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
約
十
台
が
活
 

可

，
、
 

い
ー
 

躍
し
て
き
れ
い
に
排
雪
さ
れ
、
正
門
が

久
し
ぶ
り
に
姿
を
現
し
ま
し
た
。
 

上
見
会
長
は
、
「
車
を
運
転
し
て
い

て
雪
壁
の
間
か
ら
出
る
子
ど
も
に
ハ
ッ

と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
登
下
校
時
の
安
全
を
確
保
し
よ
う
と

除
排
雪
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
に
役

立
て
る
よ
う
人
道
支
援
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

「タ市の希望場所は中三前がいいじゃない。希望商品は野菜、 

果物やつけものなどの加工品など、できれば無農薬や減農薬

が望ましいね」（タ市の分科会から） 

雪がなくなり見通しが

よくなった正門前。 

すっかり景色が変わっ

て驚く児童の様子が浮か

びます。 



⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
 

●

3
月
9
日
困
 
1
0時
5
1
2時
 

3
月
2
3日困
 
1
3時
5
1
5時
 0

7
 

4
月
か
ら
 

障
害
者
自
立
支
援
法
が
 

始
ま
り
ま
す
①
 

家
庭
福
祉
課
内
線
2
4
3・2
4
4
 

市
税
の
ロ
座
振
替
（
自
動

振
込
）
を利
用
く
だ
さ
い
 

収
納
課
 

  

 

内
線
4
3
5
5
4
3
8
 

，

」
督
 

各
種
相
談
を
お受
け
し
て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご利
用
く
だ
さ
い
。
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
…
行
政相
談
委
員
 

⑥
行
政
・
人
権
合
同
相
談
 

狙
（
5
3)
21
1
1
内
線
1
2
6
 

●

3
月
2
2日
困
 
1
0時
5
1
5時

金
木
総
合
支
所
 
第
三
会
議室

◇
相
談
員

・
・行
政
相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
 

西
北
地方
健
康
福
祉
こ
ども
セ
ンタ
ー
 

（
保
健部
）
保
健
予
防課

租
（3
4)
2
1
0
8
 

臓
（3
4)
75
1
6
 

不
眠
、
憂
う
っ
、家
庭
や
職
場
で
の

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
ノ
イ
ロ

ー
 

ゼ
気
味
、
お
年
寄
り
の
ひ
ど
い
も
の
忘

れ
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

3
月
1
0日
岡

・
2
8日因
 
1
35
1
4時

五
所
川
原
保
健所
 
第
一
相
談
室
 

国
民
健
康
保
険
 

④
保
険
証
に
つ
い
て
 

国
保
年
金課
内
線
2
1
4・2
1
5
 

国
保
加
入者
が
修
学
の
た
め
に
住
民

登
録
を
市外
に
移
す
場
合
、申
請
に
よ

り
転
出
した
日
か
ら
④
保
険
証
を発
行

す
る
こ
と
が
で
きま
す
。
 

既
に
①
保
険証
を
お
持
ち
の
方
は
、
 

有
効
期
限
が
3
月
3
1日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
①
保
険
証
の

交
付
を
受
け
る
場
合
に
は
、4
月
1
日

以
降
に
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
就
職
や
卒
業
等
に
よ
り
④

保
険
証
の
適
用
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
場
合
に
も申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

右
記
い
ず
れ
の
場
合
に
も
次
の
必
要

書
類
を
お
持ち
に
な
り
、
国
保
年
金
課

⑥
番
窓
ロ
ま
た
は
お
近
く
の
総
合支
所
、
 

支
所
へ
申請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
 

①
保
険
証交
付
後
に
世
帯
主
や
住
所
等

に
異
動
が
発
生
し
届
け
出
る
場
合
は
、
 

親
元
保
険証
と
と
も
に
④
保
険
証
も必

要
と
な
り
ま
す
。
 

申
請
に
必
要
な
も
の
…
①
親
元
保
険
証
、
 

②
印
鑑
、③
修
学
先
の
4
月
1
日
以
降

の
在
学
証
明
書
（
新
規ま
た
は
更
新
の

場
合
）
※
新規
の
際
に
は
合
格
通
知
書

ま
た
は
入
学
許
可
証
に
よ
り
交
付
しま

す
が
後
日
在
学
証
明
書
の
提
出
が
必
要
、
 

④
卒
業
（退
学
）
証
明
書
（
学
生
でな
く

な
っ
た
場
合
）
 

こ
れ
ま
で
、
障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
（支
援
費
制
度
）
は障
害
の
種
類
な
ど

に
よ
っ
て
分
け
られ
、
人
に
よ
っ
て
は

利
用
で
き
な
いサ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
し

た
が
、
「
障害
者
自
立
支
援
法
」
 
の
成

立
に
よ
り
、
4
月
か
ら
ど
の
障
害
を
持

つ
人
も共
通
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

◆
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
 

①
介
護
給
付
…
障害
程
度
が
一
定以
上

の
人
に
生
活
上
ま
た
は
療
育
上
の
必

要
な
介
護
を行
い
ま
す
。
 

（例
）
居
宅
介護
、
施
設
入
所
な
ど

②
訓
練
等
給
付…
身
体
的
ま
た
は
社
会

的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
就
労

に
つ
な
がる
支
援
を
行
いま
す
。
 

（例
）自
立
訓
練
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ど
 

③
自
立
支
援
医
療
…
今ま
で
精
神
障
害

者
通
院
医
療
や
更
生
医療
な
ど
障
害

の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
い

た
医
療
制
度
が
一
本
化さ
れ
る
こと

に
な
り
ま
す
。
 

④
そ
の
他
…
手
話
通
訳
等
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
った
り
、
日

常
生
活
用
具
を
給
付
す
る
な
ど
の
地

域
生
活
支
援
事
業
ゃ
、
車
い
す
な
ど
 
 

の
補
装
具
を
購
入
・
修
理す
る
際
に

そ
の
費
用
を
負
担す
る
補
装
具
費
の

支
給
制
度
があ
り
ま
す
。
 

◆
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費用
 

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
ら
、費
用
の
 

1
割
を
本
人
が
支
払
う
こ
と
に
なり

ま
す
。
た
だ
し
、所
得
等
に
応
じて

減
免
制
度
が
あ
り
、負
担
が重
く
な

り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

※
次
号
（3
月
1
5目
ち
）
で
は具
体
的
な

申
請
の
流
れ
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。
 

平
成
1
8年
度
か
ら
、金
木
地
区
お
よ

び
市
浦
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
も市
税

の
ロ
座
振
替
（
自動
振
込
）を
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
にな
り
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、市
内
の
各
金
融
機
関
等
の
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。・

 

2
月
1
日
か
ら
、
み
ち
の
く
銀
行

中
里
支
店
及
び
み
ち
の
く
銀
行
小泊

支
店
に
お
い
て
も
市
税
の
ロ
座
振
替
 

（自
動
振
込
）
の
申込
み
を
受
付
して

い
ま
す
の
で
、
ロ
座
を
お
持
ち
の
方

は
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑥
ロ
座
振
替
が
で
き
る
も
の
 

市
県
民
税
（個
人
の
普
通
徴
収
分
）
、
 

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ワ
 

愛
車
の
住
所
変
更
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
納
税
課

皿
（
3
4)
21
1
1
内
線
朋
5
知

献
（3
4)
21
1
0
 

自
動
車
税
の納
税
通
知
書
は
、原
則

と
し
て
4
月
1
日
現
在
の
自
動
車
登
録

の
住
所
に
お
届
け
し
ま
す
。
引
越
し
な

ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、運
輸

支
局
で
住
所
の
「変
更
登
録
」
 
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。こ
の
手
続
き
を3
月

中
に
で
き
な
い
場
合
は
、県
税
事
務
所

へ
電
話
で
お
知
ら
せ
い
た
だく
か
、
住

所
変
更
届
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
どに
よ
り

お
届
け
く
だ
さ
い
。
住
所
変
更届
は
、
 

県
税
事
務
所
の
他
、市
役
所
の
窓
口
に

も
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
自
動
車
税
の
住
所変
更
は
、
 

県
税
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
付
し
て
い

ま
す
。
 

httpミ
w
w
w

・p
r
e
f

・a
o
m
o
r
i

」叫・ip『ze
i
m
u、
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

五
所
川
原
市
農
産物
加
エ
セ
ンタ

ー
 

振
興
対
策
協
議
会
 

農
政
課
 
内
線
3
5
5
 

●

3
月
8
日
困
・
2
2日
困
 

1
1時
4
5分
5
1
3時
 

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
…
地
元
の
梅
で
作
った

梅
漬
け
、豆
腐
、
み
そ
、漬
け
物
等
。
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優
良
運
転
者
表
彰
の
ー
 

お
知
ら
せ
 

交
通
安
全
協
会
 

租
（
3
4)
5
6
5
0
 

小
型
船
舶
操
縦
者
法
説
明
会
 

マ
リ
ン
ラ
イ
セ
ン
ス
教
育
セ
ン
タ
ー
 

東
北
事
務
所
（
山形
県
酒
田
市
）
 

皿
0
2
3
4
(
3
5)
1
7
3
0
 

五
所
川
原
市
シ
ル
パ
ー
人
材
 

セ
ン
タ
ー
か
らの
お
知
ら
せ
 

皿
（
3
4)
8
8
4
4
 

第
5
回
舞

踊
の
祭
典
 

藤
都
流
松
誉
会
 

皿
（
3
4)
5
1
2
5
 
エ
藤
 

.
 

.
 

55 30 
年年 

市
民
サ
回
ソ
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親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室
 

生
涯
学
習
課
 

皿
（
5
3)
2
1
1
1
内
線
3
1
7
 

市
教
育
委
員
会
で
は
子
育
て
講
座
の

一
環
と
し
て
、
「親
子
で
パ
ソ
コ
ン
に

親
し
も
う
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
親
子

で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 ●

3
月
1
8日
田
 
1
0時

、
1
2時
 

五
所
川
原
地
域
職業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

◇
対
象
…
小
学
3
年
生
5
6
年
生
の
親

子
2
0組

（
参
加
無
料
）
 

◇
内
容
…
W
o
r
d
で
グ
リ
ー
テ
ィ
ン

グ
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
ー
・
 

◇
申
込
方
法

…
3
月
1
5日
困
ま
で
に
生

涯
学
習
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
 

（
定
員に
な
り
次
第
締
切
）
。
 

★
パ
ソ
コ
ン
無
料
体
験
講
座
 

①
3
月
2
5日
出
 
9
時

、
1
2時
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
 

※
先
着
2
0名
。
初
心
者
大
歓
迎
ー
 

★
シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室
 

初
歩
か
ら
始
め
る
高
齢
者
入
門
教
室
。
 

〇
4
月
1
日
5
6
月
2
4日
ま
で
の
毎
週

土
曜
日
（全
1
2回
）9
時
5
1
2時
 

五
所
川
原
地
域
職業
訓
練
セ
ン
タ
ー
 

※
先
着
1
5名
。
受
講
料
は
月
4
0
0
0
 

円
（教
材
費
は
別
途
）
 

五
所
川
原
警
察
署
長
・
五
所
川
原
地

区
交
通
安
全
協
会
長
連
名
の
平
成
1
7年

度
「
優
良
運
転
者
表
彰」
を
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、次
に
該
当
す
る
方
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

①
現
在
も
運
転
し
て
い
る
、
1
0年
以
上

の
無
事
故
・
無
違
反
の
方
。
 

②
運
転
免
許
証
の
住
所
が
五
所川
原
市
 

（
旧
金木
町
・
旧
市
浦
村
を
除
く
）
、
 

鶴
田
町
の
方
 

③
協
会
加
入
5
年
以
上
の
会
員
で
、触

法
行
為
が
な
く
地
域
の
支
部
長
が
推

薦
す
る
方
。
 

④
運
転
免
許
証
に
記
載
さ
れ
た
最
も
古

い
 
「取
得
年
」
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
。
 

昭
和
1
5年

・
2
0年
・
2
5年
・
 

3
5年
・
4
0年

・
4
5年

・
5
0年
 . 

6
0年
 

◇
受
付
締
切
…
4
月
1
0日
囲
 

申
込
書
は
、当
協
会
事
務
局
及
び
地

域
の
支
部
長
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
 

申
込
み
時
に
「
無
事
故
・
無
違
反
証

明
書
」
（
申込
手
数
料
8
0
0
円
、
1
 

カ
月
以
内
の
も
の
）
が必
要
で
す
。
 

※
ご
不
明
な
点
は
、
協
会
事
務
局
ま
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

運
航
の
安
全
を
推
進
す
る
た
め
、小

型
船
舶
操
縦
者
法
の
尊
守
事
項
違
反
に

対
す
る
行
政
処
分
の
基
準
や
罰
則
規
定

な
ど
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
説
明
会
（
無料
）
です
。
 

◇
内
容
…
免
許
取
得
時
（新
法
に
基
づ

く
学
科
・
実
技
試
験
の
あ
り
方
）
、
 

免
許
取
得
後
（
小型
船
舶
操
縦
者
法

に
基
づ
く
尊
守
事
項
）
、若
人
免
許

取
得
援
助
制
度
、小
型
船
舶
免
許
講

師
養
成
講
座
開
設
に
つ
い
て
 

◇
対
象
…
既
に
免
許
を
取
得
さ
れ
て
い

る
方
、
及
び
免
許
の
取
得
に
興
味の

あ
る
方
 

●

3
月
1
8日
田
 

・1
0時
5
1
1時
3
0分
 
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
パ
ル
ナ
ス
（
中泊
町
）
 

・

1
3時
5
1
4時
3
0分
 
日
本
海
拠
点
館

あ
じ
が
さ
わ
（
鯵
ケ沢
町
）
 

●

3
月
1
9日
⑧
 

・

1
0時
5
1
1時
3
0分
 
北
地
方
教
育
会

館
（
五所
川
原
市
）
 

・

1
3時
5
1
4時
3
0分
 
弘
前
市
総
合
学

習
セ
ン
タ
ー
（
弘前
市
）
 

◇
申
込
み
…
資
料
等
準
備
の
た
め
、参

加
希
望
者
は
右
記
の
日
程
の
い
ず
れ

か
を
当
事
務
局
へ
電
話
で
申
込
み
。
 

今
年
も
簡
単
「確
定
申
告
」
 

五
所
川
原
税
務
署
個
人
課
税
 

第
一
部
門
狙

（3
4)3
1
5
2
 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
確
定

申
告
書
を
作
成
で
きる
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
昨
年
は
1
0
2
4
万
件
の
ア
ク
セ

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
作
成
で
き
る
の
は
、
 

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
、
②
青
色
申

告
決
算
書
及
び
収
支
内
訳
書
、
③
消
費

税
の
確
定
申
告
書
の
3
種
類
。
利
用
方
 

、

ー
 
ー
  

2
0
0
6
あ
お
も
り
健
康
ウ
ォ
ー
ク
 

歩
く
ス
キ
ー
の
集
い
 

第
1
3回
ス
プ
リ
ン
ク
ス

キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル

一
m
M
A
N
〇
G
A
M

ー
 

参
加
者
募
集
 

五
所
川
原
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

皿
（
3
4)
8
8
2
2

山
田
電
器
 

M
A
N
O
G
A
M
ー
ス
キ
ー
場
 

皿
0
9
0
(
26
0
5)
5
50
1
斉
藤
 

ス
ポ
ー
ツ
で
豊
か
な
心
を
育
て
よ
う
／
 

●

3
月
1
9日
卿
 

M
A
N
O
G
A
M
I
ス
キ
ー
場
 

「
P
沢
字
玉
清
水
地
内
）
 

◇
種
目
 

・そ
り
こ
ト
ラ
イ
ア
ル
 

・

歩
く
ス
キ
ー
 

/
 

法
は
簡
単
。
次
の
4
ス
テ
ッ
プ
で
税
務
 

署
に
行
か
な
く
て
も
確
定
申
告
が
で
き
 

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

・

ス
テ
ッ
プ
1
…
国
税
庁
ホ
ー
ム
ぺ

ー
 

ジ

「確
定
定
呈
尋
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
 

に
ア
ク
セ
ス
 

h
t
tp】
ミ国
国
国

・n
ta

・g
o・ip
\
 

o

ス
テ
ッ
プ
2
…
案
内
に
従
い
入
力
 

o

ス
テ
ッ
プ
3
…
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
 

o

ス
テ
ッ
プ
4

…
必
要
な
書
類
を
添
え

て
税
務
署
に
送
付
 

・

ス
キ
ー
大
回
転
競
技
（
タ
イ
ム
レ

ー
 

ス
・
自
己申
告
タ
イ
ム
レ

ー
ス
）
 

・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
パ
ラ
レ
ル
競
技

※
出
場
者
に
は
参
加
賞
、
T
バ
ー
リ
フ

ト
券
、
豚
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
等
が
あ

り
ま
す
。
各
種
目
へ
の
参
加
料
な
ど

詳
細
は
事
務
局
ま
で
。
 

◇
申
込
締
切
…
3
月
7
日
因
必
着
 

五
所
川
原
市
女
性
ス
ポ
ー
ッ
協
議
会

の
出
演
も
あ
り
ま
す
。
踊
り
に
興
味
の

あ
る
方
、
皆
さ
ん
多
数
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●

3
月
1
2日
同
 
開
演
9
時
5
0分

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
大
ホ
ー
ル

◇
入
場
料
…
7
0
0
円
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イトーョーカドー 

エルムの街
ショ,じグセンター 

ロ袈葬 一
青
森
 

撫川ぐ KS 

支局 デンキ 唇
「
 

」
」
ミ
 

五所川原 

平成18年度 

命。県 
申貴劇談目程 

五所」 ~原』 也区 受付時間】9 時20分～12時、 13時～15時 

月日 曜 対象地区・区域 相談会場 TEL 

3. 	1 水 飯詰（橋上） コミュ二テイセン

ター飯詰 
37-2141 

3. 	2 木 飯詰（橋下）・下岩崎 

3. 	3 金 川山・種井 コミュ二テイセン

タ―中川 
36- 2012 

3. 	6 月 沖飯詰・桜田・中泊 

受付時間】9 時10分～12時、 13時～15時 

月日 曜 対象地区・区域 相談会場 TEL 

3. 7 火
  

田町・鎌谷町・鳥森・下り枝・八

重菊・一ッ谷・布屋町・弥生町 
コミュニテイ防 
災センター 
（鎌谷町） 

34- 950 1 

3. 8 水 松島町・湊 

3. 9 木
  

川端町・本町・東町・大町・

旭町・上平井町・小曲・田川 
「挟コミュニテイ 

センター 
（上平井町） 

33- 1532 

3. 10 金
  

岩木町・中平井町・寺町・柏原町・

錦町・幾島町・末広町・蘇鉄・芭蕉 

3. 13 月 敷島町・雛田・下平井町・幾世森 しきしまコミュ
ニテイセンタ一 
（敷島町） 

34- 4503 
3. 14 火

  

新宮町・新宮岡田・新宮松元・長橋

橋元・若葉・長橋広野（1番～10番） 

3. 15 水
  

栄町・平和町・蓮沼・不魚住・

元町・新町・柳町・湊団地 

富士見コミュ二テイ
センタ一（蓮沼） 

35- 0294 

問い合わせ 	税務課市民税係 1EL35-2 111 内線424-'-'426 

金木地区 
相談会場】金木総合支所 4 階第一会議室
受付時間】9 時～12時、13時～16時 

月日 曜 対象区域（喜良市） 

3. 1 水 上柏木町・更生部落 

3. 2 木 上派立・下派立・双葉町 

3. 3 金 北本町・野崎・林町 

3. 6 月 東岩見町・西岩見町・下柏木町 

月日 曜 対象区域（嘉瀬） 

3. 7 火 上古町・下古町・新誠町・後町・畑中 

3. 8 水 上小栗崎・中小栗崎・下小栗崎・本町 

3. 9 木
  

上派立・中派立・下派立・新堤町 
（岬団地含む） 

3. 10 金 上鍛冶町・下鍛冶町・下昭和町 

3. 13 月 上新町・下新町・上昭和町・冷水・車町 

3. 14 火 上中柏木・下中柏木・東町・雲雀野団地 

3. 15 水 全地区 

問い合わせ金木総合支所税務係 TE[53-2 111 内線137 

相談会場 市浦総合支所第二会議室
受付時間 9 時～12時、 13時～16時 

月 	日（曜） 対象区域 

3. WE). 	3. 27t. 	3. 3岡 相内 

3. 6(fl). 	3. 7(*).. 	3. 
3. 9困、3. 10岡 

8(*) 
指定者 

3. 13(q). 	3. 14(*L. 3. 15(zk) 全地区 

問い合わせ市浦総合支所税務係 TEL62・2111 内線1314 

ト浦地区 

，運絡バスの運行時間変更’ 
企画課 内線461・463 

3 月 1 日困から次のとおり変更になりました。 

（土・日・国民の祝日に関する法律に定める休日を除く） 

＊火曜日は、車両点検日のため一往復といたします。 

★運行ダイヤ【夏期分】 

朝便／ 1 回 月・水・木・金曜日 

往路 
市浦総合支所 

8:45 
金木総合支所 

-+ 	9:30 
五所川原本庁 

- 	10:00 

復路 
五所川原本庁 金木総合支所 

10:20 	- 	10:50 
※し～うらんど利用者が乗車した場合 

市浦総合支所 
- 	11:40 
し～うらんど11:30 

夕便／ 1 回 月・水・木・金曜日 

往路 
市浦総合支所 金木総合支所 

14:10 	- 	15:05 
※し～うらんど利用者が乗車した場合 

五所川原本庁 
- 	15:35 
し～うらんど14:20 

復路 
五所川原本庁 

15:50 	- 
金木総合支所 

16:20 
市浦総合支所 

- 	17:00 

火曜日のダイャ 

往路 
市浦総合支所 

8:45 
金木総合支所 

- 	9:30 
五所川原本庁 

- 	10:00 

復路 
五所川原本庁 

14:00 	- 
金木総合支所 

14:30 
市浦総合支所 

-+ 	15:10 

⑥天候により、予定時間が遅れる場合 あります。 

儒局移転．統合のお知らせ 
青森地方法務局総務課 TELO17-776-6231 

青森地方法務局五所川原支局の新庁舎完成により、 

3月13日（月）から 移転先での業務を開始。 

3月20日月）から 鯵ケ沢支局と木造出張所が五 

所川原支局へ統合。 

3 月20日以降、登記申請、登記相談及び登記に関する

各種証明書の請求並びに供託・戸籍・国籍・人権に関

する相談や申請につきましては、五所川原支局へお願

いいたします。 

※当日都合が悪い場合は、期間内であれば相談会場で申告できます。 

9 平成18年 3月 1 日 五所川原市役所 容35-2111 



   

五所川原警察署
谷 35- 2141 

金木警察署 
公 53一 2117 

 

~ー 

 

mo番勢貸 
4月1日から 金木警察署が 

「五所川原警察署金木分庁舎」 
となります 

金木警察署は五所川原警察署と統合し、五所川原警

察署金木分庁舎として現在の金木警察署の管内（I日金

木町、旧中里町、旧小泊町、旧市浦村）を担当区域と

します。新五所川原警察署は、本署（現五所川原警察

署）と金木分庁舎からなり、新五所川原市、鶴田町及

び中泊町を管轄します。 

分庁舎の体制・運用については、 

警視を総括責任者として配置します。 

また、〇警察安全相談係 

〇自動車警ら係 

〇刑事生活安全課 

〇交通課 

を設置して、治安水準の維持に努めるとともに、運転

免許証の更新等各種許認可事務も引き続き受け付ける

など、住民の皆様の利便性を確保します。  

〈本大会〉 

■期日／ 3 月12日（日） 9 時30分～ 

■会場／岩木川河川公園 

■参加料／無料（どなたでも参加できます

＊凧作り教室もあります 

●交流パーティー 

3 月11日田 18時～ 

会場／五所川原市中央公民館 

会費／3,500円 

＊全国各地の珍しい凧のオークション 

〈お問い合わせ先〉五所川原津軽凧連合会 

会長 一戸幸雄 皿36-2791 

永圏慣行裁埼馨準レぺ乃⑩策定にで）い 
JAごしょがわら市米穀畜産課皿(27) 3304 ／市役所農政課農政係内線351 

国の特別栽培農産物に係るガイドラインが改正され 【慣行栽培基準レベル】 

たことに伴い、旧五所川原市管内では平成17年に次の 作目…水稲

とおり慣行レベルを設定しています。特別栽培農産物 化学肥料…窒素成分量12kg/1oa 
の栽培に取り組む生産者は、次の慣行栽培基準レベル 化学合成農薬・・・使用成分回数20回 

を節減割合の算定基準として活用ください。 	 ※なお、国の特別栽培農産物に係る表示ガイドライン 

ただし、この慣行レベルは旧五所川原市管内の平均 	についての質問等は、青森農政事務所地域第三課 

的なものであり、管内すべてに適用するものではあり 	（五所川原合同庁舎）皿3512138 にお問い合わせくだ 

ませんのでご注意ください。 	 さい。 

r  平成1⑧年度水稲作付等営農計画書受付《個人》’ 
‘、 

	 及び転作集団の賞農指導について 
転作集団に加人していない生産者の水稲作付等営農 場合は、異動の内容がわかる書類をお持ちください。 

計画書の受付及び転作集団の営農指導を以下の日程で ※都合のつかない方は、計画書に記入のうえ押印し、 

実施します。 	 速やかに農協（市農協の場合は本店）または集荷業者 実施します。 

当日、みなさんから稲作及び転作作物等を行う場所 	に提出してください。 当日、みなさんから稲作及び転作作物等を行う場所 

と面積を伺って計画書に記入します。農政課から郵送 ト問い合わせ先 農政課農政係 内線352 と面積を伺って計画書に記入します。農政課から郵送 

済みの計画書及びご自身の印鑑、また農地異動がある 

【慣行栽培基準レベル】 

作目…水稲 

化学肥料…窒素成分量l2kg/ lOa 
化学合成農薬・・・使用成分回数20回 

※なお、国の特別栽培農産物に係る表示ガイドライン 

についての質問等は、青森農政事務所地域第三課 

（五所川原合同庁舎）皿35- 2138 にお問い合わせくだ 

さい。 

日 	時 対象地区 場 	所 

3月 2日困 
9:OO-12:00 栄地区（湊、姥庖、稲実、猫測） 

コミュニテイセンタ一栄 
13:30-16:00 栄地区（三ッ谷、広田、七ッ館） 

3月 3日囲 9:OQ-16:00 長橋地区 コミュニテイセンター長橋 

3月6 日（月） 9: 00-s- 16:00 七和地区 コミュニテイセンター七和 

3月7 日（刈 9: 00-'- 16:00 松島地区 コミュニテイセンタ一松島 

3月 8日困 9: 00~ 16 : 00 毘沙門・長富地区 毘沙門・長富コミュ二テイセンター 

3月 9日困 9: 00 -12 : 00 小曲地区 農村婦人の家 

3月10日金 9:QQ--16:0O 上記以外の地区 市役所 3階 第 3会議室 

※営農計画書

の提出日 

3月24日園

期限厳守 
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谷35- 6056 

家族で映画を楽しむ会 ～3月 

新しく購入したシートン動物記の中から 「タラク

山の熊王」を上映するほか、 日本昔ばなしから 「か

ぐまのちから石」「白狐の湯」他をお楽しみください。 

・3月25日田 10時～11時30分（無料） 

三味線教室が開催されます 

4月から月 3回（土曜日午後）の三味線教室です。 

参加希望者は下記まで連絡してください。 

・講師及び問い合わせ先…工藤まんじ氏 

TELO172-34-6512（弘前市） 

※希望者に三味線を貸し出します。初心者、経験者

いずれも大歓迎です。 

琳公民館 

 

谷53一 3581 

太宰を語る月例会 

日時・・・ 3月15日困 18時30分～ 

場所…金木公民館（椅子席） 

1.「作品朗読④」鑑賞と解釈 

・太宰作品「貨幣」 

・朗読～お話サークルすずめっこ 

・「不幸な人がいる限り幸福はない」 

2.「太宰作品における中畑慶吉氏」（旭町） 

・『虚構の春』・『帰去来』・『故郷』など 

3．県民参加型演劇「津軽」（県立美術館） 

・上演用台本公開（特に金木編） 

公民館からのご案内 

子育そは地域のみんなの手で一！ 

（奉麗 - NY9- 
活動紹介 

第12回「ザ☆ごしょがわら元気教室」 

参加者募集 
健康推進課内線223 

いつまでも若く、元気でいられるように、身体を動 

かしたり、手作業をすることで筋力の低下を防ぎ、ゆっ 

くりと年齢を重ねていくための教室です。 

◇日時・・・3 月17日団 13時～15時 参加無料 

◇場所…保健センター五所川原 1階集団指導室 

◇対象…40歳以上の方で日常生活はほぼ自立し、一人 

で外出できる方。 

◇内容・・・血圧測定、自宅でできる運動 

◇持参する物…筆記用具、汗拭きタオル 

※運動のできる服装でお越しください。 

◇申込締切・・・3月13日（月） 

図書館からのお知らせ 

開館時間 3月の休館日 

9時30分～18時 

（土・日は 17時まで） 

毎週月曜日 

16日困・21日因 
五所川原市立図書館 

容 34-4334 

9時30分～17時 
毎週月曜日 

16日困・21日因 
伊藤忠吉記念凹書館 

容 53-3049 

市 浦 分 館 
容62一2111 

9時30分～17時 
毎週土・日曜日 
16日困・21日因 

今月のおはなし会 テーマは「はじまり」市立図書館

◇日時‘・・3月18日出 13時30分～14時30分 

-2111 
オノI テンシア 3月の催物案内 

ふるさと交流署民センター四33 

日
  

曜日 催 	物 開演 入場料 

大
ホ
ー
ル
 

に

u
 
 

日
  

さっき保育園 

音楽リズム研究会 
9:40 整理券 

12 日
  

藤都流 

舞踊の祭典 
10:00 

前売 499円 
当日 700円 

26 日
  

第24回津軽三味線 

滝栄会チャリテイ一発表会 
9:30 

前売 500円 
当日 	800円 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
  

12 日
  

9:45 無 	料 きよみ愛育園 

こてきおゆうぎ発表会 

15 水
  

関節リウマチ 

市民公開フオ一ラム 
18:00 無 	料 

19 日
  

ピアノ発表会 

［石田ピアノ教室］ 
13:30 無 	料 

25 土
  

第38回阿部寿子 
ピアノ教室発表会 

13:00 無 	料 

26 日
  

ピアノ・エレクトーンコンサ―ト 
［長尾音楽教室］ 

13:00 無 	料 

※主催者の都合により、 日程等が変更になる場合もあります。 
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朝早く出勤するお母さんに代わり、加納さんが週にー 

度、瑠華ちゃんを保育園ノ＼送り届ける活動をしています。 

車中では、いつものにぎやかな会話が続きます。保育園

に到着すると、無事に活動を終えた加納さんから思わず

笑みがこぼれました。センターでは、これからも保育園と

の連携を密にし仕事と子育ての両立支援をサポートして

いければと考えています。 

随時会員募集 TEL&FAX(35) 69b3 



市浦地区では、冬期間、アスパラガスをハウス栽培

しています。新鮮で甘みのある素材を生かして、シン

プルに塩・こしょうで仕上げました。アスパラガスに

は疲労回復・滋養強壮に効果があるアスパラギン酸が

多く、力ロテンやビタミンCも豊富です。 

× 

鑓j  	
- -.-.- ぜ 

五所川原地区 健康推り嘩 公妬そ111（内線223・224・22 
金木地区 保健センター金木 B53-2111（内線巧4・155・15 
市浦地区 保健センター市浦谷27-7733 

（  健康相談 ） 
血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など保健師

が相談に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参くださ

い0 

地区 開催場所 開催月日 開催時間 

五所」~原 
保健センター五所川原 3月 8日困 10:00--12:00 

水野尾コミュニテイ消防センター 3月17日囲 13:00-14:30 

金 木 賄町コミュニテイ消防センター 3月10日囲 13: 30~ 14 : 30 

市 浦 

磯松公民館 
3月22日困 

iO:00-11 :00 

十三公民館 13:30-14:30 

もや会館 3月23日困 10:00--'ll :00 

（  乳幼児健診 ） 
★金木地区 

◆場 所…保健センター金木 

◆受付時間…12時50分～13時10分 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル等 

◆主な内容・・・小児科医診察、身体計測、発達相談 

離乳食教室（ 4 カ月児：健診終了後） 

対 象 児 
	

期 日 

     

 

4 カ月児健診平成17年lI器冒星まれ 

  

     

 

7 カ月児健診 
平成17年 7月24日～ 

8月23日生まれ 

 

3月23日困 

 

10カ月児健診 
平成17年 4月24日～ 

S月23日生まれ 

  

     

     

※お願い・・・健診に来られなかった方は、ご連絡ください。病気 
療養中のお子さんは、次回の健診を受けることができます。 詳 
細については、各地区乳幼児健診の年問予定表をご覧ください。 

ぐ みんなの健康教室） 
◇日 時・・・3 月24日働 13時～14時 

◇場 所・・・保健センター五所川原 3階ホール 

◇テーマ…急性腹症 

◇講 師…冨田重照先生（冨田胃腸科内科医院） 

◇主 催…北五医師会・五所川原市民保健協議会 

救急医療当番医  ~  
月 日 曜日 医療機関名 住 所 電話 

3月5日 日
  

中村整形外科医院 ―ッ谷508・12 34一 0123 

3月12日 日
  

まっもと整形外科 
クリ二ック 

下り枝 4・4 33- 5413 

※ 1．対応時間（電話で確認） 9時から17時まで。 
2 ．その他、消防署（救急病院紹介容34-4999）でも紹介します。 

古紙配合率100% 

手地場産品を使った料理 一
剖 グリーンアスパラガス①一 

五所川原市食生活改善推進員会 

1人分 102k2 ／塩分0.6g 

■材料（ 4人分） 

さ身 	 100 g 片栗粉 	小さじ 1 
塩 	少々 グリーンアスパラガス・・・1束 

こしょう 	少々 サラダ油 	大さじ 2 
酒 	大さじ1/2 塩 	小さじ1/3 

■作り方 

①ささ身は筋を取って薄くそぎ、千切りにする。 

②ささ身と aをボールに入れてよく混ぜ、卵白も混 

ぜ入れる。最後に片栗粉を加えて混ぜる。 

③アスパラガスは4 - 5cmの長さの斜め薄切りにする。 

④鍋にサラダ油を熱してささ身を妙めて、火が通っ 

たら取り出す。 

⑤④の鍋でアスパラガスを妙め、油が回ったらささ 

身を戻し、塩・酒で味をととのえる。 

／ー ェ~ ~ 
関節リワ”雨I民公開フオーラ~ 

―見逃すことのできなし I)ウマチ由来の関節痛― 

◇期 日・・・3 月15日（加 18時～19時30分 

◇会 場・・・オルテンシア （定員350名） 

◇演題と講師 

①「関節リウマチとの上手な付き合い方」 

リウマチ指導医・内科専門医 浦田幸朋先生 

②「関節機能の回復にむけて」 

リウマチ外科専門医 若井裕司先生 

③「新しい薬が患者様に届くまで」 

治験コーディネーター 池田江里先生 

◇対 象…患者およびご家族、 一般市民 

※入場無料。 申込み不要、 直接会場においでください。 

◇問い合わせ先…西北中央病院整形外科新戸部泰輔 

皿35一3111 

主催／整喜会定例研究会 共催／北五医師会 
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卵白 
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